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 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用

いて自己評価しています 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 
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今年度は、コロナ禍の中ではあったものの子どもたちが前向きに物事を考え実行し

ようとする姿が印象的だった。職員自身も、子どもたちの前向きな考えに背中を押

され励まされた。試行錯誤しながらも、子どもたちが主体的に遊びに迎えるよう環

境改善に取り組んだ。園庭改革と題し、遊びが探求できるよう園庭を子どもたちと

話し合いながら整えたことで、運動能力や人と関わる力への育ちが見られた。今後

も、環境改善や安全面への配慮を継続していきたい。 

 

 

 

事業計画（今年度の重点目標） 

項  目 内     容 

地域への見える化・

魅せる化 

地域に対して法人・施設情報の提供やサービス内容の説明、開

かれた（情報開示・提供・公表）仕組みづくりの推進等、地域

とのコミュニケーションの強化 

・森のおうちに子どもの作品を掲示する際に、そのプロセスの

見える化を行っていく(地域向けのドキュメンテーションの作

成) 

取り組みの発信 信頼を築くことを目的に、日頃からの高齢者・障害者・保護者

へ安全性を高めるための取り組み等の発信 

・目で見て安心いただけるよう、室内環境の整備や、保育の見

える化に努める 

健全な職場環境の確

立 

ワークライフバランスを意識した職場環境づくりに努めると共

に、セクハラ、パワハラのない職場づくりの推進 

・フロアを超えた連携が図れるよう、フロア会議やケース会議

とは別に、必要に応じてリーダー会議を行う 

 


